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業性確保に必要な制度的バック

アップと技術的留意点
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前田 哲男
中谷 中應
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講師紹介ー１

・ 氏名： 前田 哲男（まえだ てつお）

• 社名・団体名：中国木材株式会社 経営企画部 部長

• 現住所： 広島県呉市

• 学歴・職歴

平成13年4月 中国木材株式会社入社

（経営企画部企画課課長）

平成15年1月 経営企画部部長

平成1６年4月 兼 美浜バイオエネルギー（株）

非常勤取締役

（現名：神之池バイオエネルギー株式会社）

・ 今回、「事業性確保のための制度的バックアップ」を担当
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講師紹介ー2
・氏名：中谷 中應（なかたに なかまさ）

• 社名・団体名： 中国木材株式会社 設備部 部長

• 現住所（ご出身）：広島県広島市

• 職歴 ：

平成12年4月 中国木材株式会社 入社

（保全部保全課課長）

平成13年12月 保全部副部長

平成15年1月 設備部部長

• 今回、「技術的留意点」を担当
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中国木材株式会社の紹介

＊設立： 1955年1月（操業1953年5月）

＊資本金： 1億円

＊代表者： 代表取締役社長 堀川 保幸

＊売上高： 666億13百万円（2009年6月期）

＊業種： 木材製材業等

（製材業・乾燥加工業・集成材製造業・

プレカット加工業等）

＊本社所在地： 広島県呉市広多賀谷3丁目1番1号
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バイオマス発電・蒸気供給事業

＊中国木材株式会社・郷原工場汽力発電所

広島県呉市郷原町字一ノ松光山６２６－２

＊中国木材株式会社

本社木質バイオマス発電所

広島県呉市広多賀谷3丁目1番1号
＊神之池バイオエネルギー株式会社

神之池バイオマス発電所

茨城県神栖市東深芝2番２１
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各発電所の比較（１）

郷原 本社 神之池
投下資金： 741百万円 1,530百万円 4,074百万円
METI補助金 × ○ ○
投下資金/kw              466千円/kw        340千円/kw 224千円/ｋｗ
（最大送電端出力）
ボイラー
最高蒸発量 20トン／時 39トン／時 106トン／時
常用圧力 2.15MPa        ３.15 Mpa                         5.8MPa
最大燃料消費量 ４トン／時 １0トン／時 27トン／時
蒸気利用 低圧5トン／時 低圧5トン／時 低圧20トン／時

中圧30トン／時
燃焼方式 ストーカー 流動層 内部循環流動床
メーカー名 タクマ タクマ 荏原製作所
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各発電所の比較（２）

郷原 本社 神之池

タービン

方式 蒸気タービン 蒸気タービン 蒸気タービン

メーカー名 シンコー シンコー 川崎重工業

発電機

発電端最大出力 1,990kw       5,300kw           21,000kw
（所内電力） 400kw 800kw                       2,800kw
送電端最大出力 1,590kw 4,500kw                    18,200kw
メーカー名 シンコー シンコー 西芝電機
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郷原工場汽力発電所
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本社木質バイオマス発電所
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神之池バイオマス発電所
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神之池バイオマス発電所フロー
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木材工業に於ける
バイオマス燃料利用（１）

• 合板や繊維板製造業に於いてのバイオマス
熱利用は古くから行われてきた。

（→工程に乾燥や接着の工程が含まれる。）

しかし、発電への利用は比較的新しい。

（→原料が皮剥きで輸入される南洋材であっ
たため、余剰の燃料発生がない。）

主原料が針葉樹になってから発電利用が急
速に進んだ。
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木材工業に於ける
バイオマス燃料利用（２）

• 製材業に於いては、市場が求める製品が無
垢グリーン材（未乾燥材）であったため、ボイ
ラーを持つようになったのは、乾燥材の草分
けである当社でも1989年からである。（但し、
最初は化石燃料用貫流ボイラー。）

乾燥用木質バイオマスボイラー： 1995年
郷原工場発電用バイオマスボイラー：2003年
→樹皮という余剰燃料の存在で、乾燥から発
電は比較的短期間に移行した。
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制度的制約ー要公的バックアップ

• 余剰電力の電力事業者による買取り価格が
ヨーロッパ諸国に比べ低い。

• 一方、電力事業者と契約する自家発補給電
力の買い入れ価格が比較高価である。（後
述）

• 自己発生のバイオマス燃料の発生量が季節
的変動や木材製品需要変動に左右され、発
電所の安定操業確保のために調達する外部
燃料に掛かる運賃・通行料コストが高い。
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